
　2月22日（日）、コロナ禍で長く開催を見合わせをしていた音楽芸能祭が、
「KAWAMOTO音フェス」にリニューアルして開催されました。この舞台で、
八幡神楽同好会が新たに参加し、大トリとして舞いました。

大舞台で初登場！！
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KAWAMOTO
音フェス

　2月22日（日）、コロナ禍で開催を見合わせていた音楽芸能祭が、「KAWAMOTO音フェス」として新
たにスタートしました。
　この舞台は、町内の各芸能団体が日頃の練習成果を発表する場で、参加団体は様々な音楽と芸能を披
露し、会場を盛り上げました。

“音楽のまち”の皆さん 一挙集結!!

♪ 生田流箏曲

♪ 歌謡銭太鼓
    田辺会

♪ ラスティネイル

♪ 江川太鼓同好会

♪ えんか村歌友会

♪ 川本フォークダンスの会

♪コーラス歌声
　　　　＆ルピナス

♪ 八幡神楽同好会

和の風情を感じ
る

上品な音色！

時に力強さを感
じます！

巧みに銭太鼓を

空中でグルん！

見事な銭太鼓さ
ばき

でした！

12名による合
唱。

複数の歌声が、
壮大な音色を

生み出しました
！

演目「源頼政」
を披露。

豪快かつスタイ
リッシュな

舞に会場から拍
手喝采！

島根フィルテ
ィーズの選手

も

笑顔でステッ
プ

計 6名による演歌！
感情を込めた力強い歌声が響き渡りました。

会場に響き渡る太鼓の音と、
太鼓同士の音が重なった時の

迫力は圧巻！

野坂町長も
サプライズ
出演 !

軽快でリズミカ
ルな演奏、

コーラスも織り
交ぜた歌声で

会場を魅了しま
した！
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令和7年度 活動報告！

「悠々大学」は50歳以上の町民の方を対象とする事業です。今年度も、全8回開催しました。
教育委員会では、これからも、町民の皆様が、町内外で気軽に学び続けられるように企画

していきたいと考えています。
ぜひお誘いあわせてご参加ください。

1水害・土砂災害防止講座（島根県）

2松江地方気象台の見学

3気候変動の適応（島根県気候変動適応センター）
　猛暑・大雨気候変動の現状

4体力測定

令和７年度活動実績
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5和紙の糸を使ったミサンガ製作と作品鑑賞（紙布織家）

6島根県の多文化共生　世界のあたり前（国際交流員）

7eスポーツ 8動けるカラダを目指して　チェアヨガ（運動指導士）
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第
29
回 

川
本
西
公
民
館
学
習
発
表
会

３月１日（日）コロナ禍で長く開催を見合わせていた「川本西公民館学習発表会」
を 6 年ぶりに開催することが出来ました。

当日は、「一般社団法人 asolab」と「島根フィルティーズ」による活動発表や、地
元芸能、子ども神楽などの披露、料理教室の美味しいご馳走など、盛りだくさんの一
日となりました。
「音楽の町かわもと」の町長の歌声も響きました♪
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島根県では、雇用に関し優れた取組を推進し
ている企業等を表彰し、広く県民に周知するこ
とにより県内企業の魅力向上、職場環境の整備
及び雇用の促進に資することを目的に平成26
年度に「しまねいきいき雇用賞」を創設し、毎
年表彰しています。このたび、第12回の受賞
企業として、従業員20人未満の企業等の部門
で株式会社新興建設コンサルタントと、従業員
20人以上の企業等の部門で社会福祉法人川本
福祉会が表彰されました。

令和8年2月18日、島根労働局（局長　岩
見 浩史　様）と川本町は、一体的かつ総合的
な雇用や労働に関する施策の推進並びに地域が
抱える課題に対応していくことを目的として、
雇用対策協定を締結しました。

今後、女性活躍の推進、若者（生徒、学生、
UIターン者等）に関する取組、雇用に係る施策・
情報の共有と発信を、それぞれの強みを活かし
て密に連携し共同で取り組みます。

左から、島根労働局長　岩見様、野坂町長

第 12回
「しまねいきいき雇用賞」

表彰式

島根労働局と
雇用対策協定を締結

令和８年度春の交通安全運動が
はじまります
　４月６日（月）から15日（水）までの10日間、春の全国交通安
全運動が実施されます。運動の重点は、次のとおりです。交通
ルールを守り、家族が安全、安心な生活がおくれるようにしま
しょう。

❶�こどもを始めとする歩行者
が安全に通行できる道路交
通環境の実現と歩行者側の
交通ルールの遵守

❷�ながら運転・飲酒運転等の
根絶や歩行者優先意識の
徹底

❸�自転車等利用時のヘルメッ
ト着用と交通ルールの遵守
の徹底

（安全で安心な交通環境の実現）
・地域全体で通学路や生活道路における見守り活動を推進しましょう。
（歩行者の交通ルール）
・�歩きスマホやイヤホンを着用しながらの歩行は注意力が散漫になり

危険なのでやめましょう。
・�横断歩道がある場所では必ず横断歩道を利用し、手を上げてドライ

バーに横断する意思を伝えましょう。

（ながら運転等の根絶）
・�スマートフォン等の使用やカーナビの画面注視などの「ながら運転」

はやめましょう。
・�飲酒運転やあおり運転は危険で悪質な犯罪行為なのでやめましょう。
（歩行者優先意識の徹底）
・�横断歩道では、歩行者の横断を優先させるなどの交通ルールを守り

ましょう。

・�自転車等に乗るときには必ずヘルメットを着用し、万が一の事故に
備えましょう。

・自転車等利用前に交通ルールを理解し、安全な走行を徹底しましょう。
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川本町物価高騰対応住民税非課税世帯支援事業
　長引くエネルギー価格・食料品等の物価高騰の影響を受ける住民税非課税世帯を支援するた
め、国の「物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金」を活用した給付金を支給します。

●対象者　　１．令和8年1月1日時点で川本町住民基本台帳に記録されている世帯
　　　　　　２．同一世帯の全員が令和7年度分住民税均等割非課税である世帯
　　　　　　　  ※住民税が課税されている者の扶養親族等のみで構成される世帯を除く

●給付金額　１世帯：３万円
●給付金受け取りまでの流れ
　①対象世帯に町から「確認書」を送付　
　②「確認書」に必要事項を記入し町へ提出（郵送可）
　③町が「確認書」受理後、口座振り込みにより支給
　※�令和7年1月1日時点で他の市町村にお住まいだった方で、対象者に該当する場合は「申請書」の提出が必要で

す。「申請書」が必要な方は、川本町ホームページからダウンロード又は健康福祉課にお問い合わせください。

●必要なもの
　・「確認書」または「申請書」
　　※「確認書」に記載の世帯主名と口座名義人が同一の場合は、本人確認書類及び口座の分かるものは不要です
　　※「申請書」の場合は以下に加えて、令和7年1月1日時点でお住まいだった住所地発行の課税証明書の提出をお願いする場合があります
　・世帯主の本人確認できる書類（マイナンバーカード、運転免許証、パスポート等）
　　※代理人による確認、受給の場合は、代理人の本人確認書類が必要です
　・振込を希望する口座（金融機関、支店、種類、番号、口座名義人）の分かるもの

■お問い合わせ　健康福祉課　 72-0633

■お問い合わせ　健康福祉課　 72-0633

児
童
手
当
の
拡
充
や
妊
婦
の
た
め
の
支
援
給
付
な
ど

こ
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
拡
充
が

既
に
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

給
付
の
拡
充
に
は
、
令
和
８
年
度
か
ら
始
ま
る

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
が
充
て
ら
れ
ま
す
。

Q 「子ども・子育て支援金制度」って ?
全ての世代や企業のみなさまから支援金を納めていただ
き、上記6つの子育て施策の拡充に充てるもので、こどもや
子育て世帯を社会全体で支える制度です。

A

Q いつから始まるの ?
令和8年4月分から医療保険料とあわせて納めていただきま
すが、実際の徴収開始時期は加入する医療保険制度によっ
て異なります。
川本町国民健康保険及び後期高齢者医療は、普通徴収の方は
7月分から、特別徴収の方は10月分から納めていただきます。

A

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
制
度
に
つ
い
て
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令和８年度「住まいづくり応援事業」の申請について

川本町自転車用ヘルメット購入費補助金について

令和8年5月から防災気象情報が新しくなります
　国土交通省水管理・国土保全局と気象
庁は、令和 8 年 5 月下旬（予定）から新
たな防災気象情報の運用を開始します。
　この新たな防災気象情報では、河川氾
濫・大雨・土砂災害・高潮の警報などを、
避難行動に対応した 5 段階の警戒レベ
ルと整合させ、災害発生の危険度に応じ
たレベルの数字を名称に含めて発表しま
す。レベル 5 に相当する河川氾濫の特別
警報や警戒レベル 4 に相当する危険警報も新たに開始するなど、現行の大雨警報・注意報など
が大きく変わります。
　レベル 3 警報やレベル 4 危険警報が発表されたら、自治体からの避難指示等に十分留意いた
だくとともに、大雨で危険度が高まった地域が地図で表示される「キキクル」や河川の水位情
報を参照して、危険な場所にいる方は早めの避難を心がけてください。
　気象庁ホームページに設けた特設ページ※では、新たな防災気象情報に関する様々な資料を
掲載しています。これらの資料を参考に、情報が発表された際にどのような行動をとるか、ご
家庭や企業・組織内であらかじめ決めていただくようお願いします。

　川本町では、交通安全対策事業の一環として、町民が自転車に乗車する際のヘルメット着用
を促進し、交通安全意識の高揚と事故被害を図るため、自転車専用ヘルメットの購入費購入費
を助成します。

　町では、住宅の購入や建築に対して様々な助成を行っています。
　令和８年度（～令和９年 3 月 31 日）に以下のことを予定され
ている方で、助成金の活用を検討されている場合は、早めにまち
づくり推進課までご相談ください。
・住宅の新築や中古住宅の購入及び改修を予定されている方
・空き家の貸し出しのため改修を予定されている方
・空き家バンクへの登録を検討している方で家財の撤去等を行う方

■助成対象　川本町に住所を有する方　※�未成年者が対象者となる場合は、保護者が申請を行ってくだ
さい。この場合、保護者の住所は問いません。

■助成金額　ヘルメット1個の購入額×1/2（100円未満切り捨て） ＊上限2,000円
                     例）購入額 3,675 円の場合　　助成額 1,800 円
■申請方法　�川本町自転車用ヘルメット購入費補助金交付申請書兼請求書（別紙）を　　　　　

下記まで提出（購入日から6か月以内）
■添付書類　•領収書    • 振込先がわかる書類（通帳等）　
　　　　　　•�保証書等内容がわかる書類 �（�次の認証を受けたものを対象とするSG、JCF、CE、GS、CPSC等）
                  •�まげなフリーパスの写し（�ヘルメット着用者が未成年かつ保護者の住所が本町以外の場合）

■お問い合わせ　
　松江地方気象台　 0852-21-3794 

※新たな防災気象情報に
関する特設ページ ▶︎

■お問い合わせ　まちづくり推進課　 72-0634

■お問い合わせ・申請先　総務財政課　 72-0631

制度詳細については、上記 QR
コードから町ホームページをご
覧ください。
※�本事業は令和８年度予算の可決

をもって正式に決定となります。
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川
本
小
学
校
だ
よ
り

川
本
中
学
校
だ
よ
り

３
月
３
日(

火)
に
『
読
み
語
り
ス
ペ

シ
ャ
ル
』
が
体
育
館
で
全
校
児
童
（
３
年

生
は
学
級
閉
鎖
で
不
在
）
対
象
に
あ
り
ま

し
た
。

ま
ず
は
じ
め
に
ル
ピ
ナ
ス
さ
ん
よ
り

「
へ
っ
こ
き
あ
ね
さ
が
よ
め
に
き
て
」
の

読
み
語
り
が
あ
り
ま
し
た
。
本
校
職
員
４

人
が
効
果
音
（
ブ
ー
ブ
ー
ク
ッ
シ
ョ
ン
）

で
助
っ
人
と
し
て
共
演
し
、
子
ど
も
た
ち

に
少
し
の
笑
い
を
提
供
し
な
が
ら
も
と
て

も
わ
か
り
や
す
く
本
を
読
ん
で
い
た
だ
き

ま
し
た
。

よ
み
よ
み
レ
ン
ジ
ャ
ー
ズ
さ
ん
か
ら
は

「
６
年
生
に
贈
る
詩　
『
正
解
』」
の
読
み

語
り
で
し
た
。
６
年
生
の
１
年
時
か
ら
の

ス
ラ
イ
ド
を
交
え
、
素
敵
な
ピ
ア
ノ
と
バ

イ
オ
リ
ン
を
奏
で
な
が
ら
の
読
み
語
り
で

し
た
。

そ
の
後
６
年
生
へ
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
贈
呈

が
あ
り
、
最
後
は
、
読
み
語
り
の
み
な
さ

ん
の
花
道
を
６
年
生
が
通
っ
て
会
は
終
了

し
ま
し
た
。
と
て
も
素
敵
な
時
間
を
子
ど

も
た
ち
、
職
員
一
同
で
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

こ
の
１
年
、
本
校
の
朝
読
書
の
時
間
に

「
読
み
語
り
」
で
来
校
さ
れ
た
皆
様
、
子

ど
も
た
ち
の
た
め
に
貴
重
な
時
間
を
い
た

だ
き
、感
謝
し
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
も“

素

敵
な
本
と
の
出
会
い”

が
あ
っ
た
こ
と
で

し
ょ
う
。

本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

次
年
度
も
引
き
続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

読
み
語
り
ス
ペ
シ
ャ
ル

３
月
７
日
（
土
）、
令
和
７
年
度
川
本

中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式
が
執
り
行
わ
れ

ま
し
た
。
卒
業
生
は
お
世
話
に
な
っ
た

方
々
へ
の
感
謝
を
示
し
、
在
校
生
は
卒
業

生
の
門
出
を
祝
い
、
厳
粛
な
雰
囲
気
の
中

に
も
温
か
い
気
持
ち
が
あ
ふ
れ
る
、
す
ば

ら
し
い
式
と
な
り
ま
し
た
。

19
名
の
卒
業
生
の
皆
さ
ん
の
こ
れ
か
ら

の
活
躍
に
期
待
し
て
い
ま
す
。
ご
卒
業
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
！

３
月
５
日
（
木
）、
生
徒
会
総
務
委
員

会
の
企
画
に
よ
る
３
年
生
を
送
る
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
１・
２
年
生
か
ら
の
出
し

物
や
ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
等
が
あ
り
、
大
変

盛
り
あ
が
り
ま
し
た
。
ま
た
、
職
員
に
よ

る
出
し
物
（
歌
・
余
興
）
も
あ
り
、
思
い

出
に
残
る
会
と
な
り
ま
し
た
。

川
本
中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

３
年
生
を
送
る
会

（
右
：
答
辞
の
様
子
）

（
下
：
見
送
り
の
様
子
）

（
椅
子
と
り
ゲ
ー
ム
）

（
メ
ッ
セ
ー
ジ
タ
イ
ム
）
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３
月
１
日
（
日
）、
春
の
訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る
柔
ら
か

な
日
差
し
の
中
、
令
和
７
年
度
卒
業
証
書
授
与
式
が
挙
行

さ
れ
ま
し
た
。
朝
、
卒
業
生
が
教
室
へ
入
る
と
、
前
日
に

在
校
生
が
描
い
た
黒
板
ア
ー
ト
が
出
迎
え
ま
し
た
。
卒
業

証
書
授
与
式
で
は
、
堂
々
と
入
場
し
た
卒
業
生
た
ち
は
、

担
任
の
先
生
か
ら
名
前
を
呼
ば
れ
る
と
、
力
強
く
返
事
を

し
ま
し
た
。
野
坂
町
長
様
を
は
じ
め
多
く
の
来
賓
・
保
護

者
の
皆
様
も
参
列
し
、
卒
業
生
の
門
出
を
祝
う
中
、
卒
業

生
を
代
表
し
て
淺
野
綾
佳
さ
ん
が
卒
業
証
書
を
受
け
取
り

ま
し
た
。

在
校
生
代
表
の
上
田
理
央
さ
ん
は
送
辞
に
お
い
て
、
部

活
動
で
チ
ー
ム
を
引
っ
張
り
、
支
え
て
く
れ
た
卒
業
生
へ

の
感
謝
や
学
業
に
お
い
て
、
夕
方
遅
く
ま
で
勉
強
す
る
な

ど
自
ら
努
力
し
て
未
来
を
切
り
開
こ
う
と
す
る
姿
へ
の
憧

れ
な
ど
を
述
べ
ま
し
た
。
ま
た
前
生
徒
会
長
の
久
保
田
朝

陽
さ
ん
は
答
辞
に
お
い
て
、
入
学
当
初
親
元
を
離
れ
て
の

生
活
に
期
待
と
不
安
が
入
り
混
じ
っ
て
い
た
こ
と
、
生
徒

会
長
と
し
て
思
い
通
り
に
い
か
な
い
悔
し
さ
を
感
じ
た
こ

と
、
た
く
さ
ん
の
苦
難
を
感
じ
る
中
で
、
支
え
て
く
れ
る

仲
間
た
ち
や
先
生
方
、
地
域
の
方
々
の
あ
り
が
た
さ
に
気

付
い
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
ま
し
た
。
そ
し
て
在
校
生
に

対
し
て
は
「
挑
戦
の
先
に
は
大
き
な
成
長
が
あ
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
挑
戦
を
続
け
、
よ
り
よ
い
島
根

中
央
高
校
を
創
っ
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
い
う
メ
ッ

セ
ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

最
後
の
ホ
ー
ム
ル
ー
ム
で
は
、
担
任
の
先
生
か
ら
卒
業

生
に
向
け
て
激
励
の
言
葉
が
送
ら
れ
、
卒
業
生
は
笑
顔
で

学
校
を
去
っ
て
い
き
ま
し
た
。

保
護
者
の
皆
様
、
ま
ち
親
の
皆
様
を
は
じ
め
卒
業
生
を

支
え
て
く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
こ
れ
ま
で
生
徒
の
成
長
を
温

か
く
見
守
り
、
ご
支
援
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

【
卒
業
生
代
表　
答
辞
】
※
一
部
抜
粋

ま
ち
親
を
は
じ
め
地
域
の
み
な
さ
ま
、
三
年
間
温
か
く

見
守
り
、育
て
て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

小
さ
な
町
だ
か
ら
こ
そ
の
ぬ
く
も
り
を
地
域
の
行
事
や

日
々
の
暮
ら
し
を
通
し
て
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

さ
ま
ざ
ま
な
場
面
で
私
た
ち
の
成
長
を
支
え
て
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
中
略
）

全
国
十
三
都
府
県
か
ら
集
ま
っ
た
十
七
期
生
は
四
月
か

ら
ま
た
全
国
へ
と
羽
ば
た
い
て
い
き
ま
す
。
仲
間
と
共
生

し
、
挑
戦
し
、
自
立
し
て
き
た
私
た
ち
は
今
後
ど
の
よ
う

な
困
難
が
あ
っ
た
と
し
て
も
、
乗
り
越
え
ら
れ
る
力
を
身

に
つ
け
て
き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
起
こ
る
で
あ
ろ
う
困
難

か
ら
逃
げ
ず
に
立
ち
向
か
い
、
成
長
し
て
い
く
私
た
ち
を

こ
れ
か
ら
も
温
か
く
見
守
り
く
だ
さ
い
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
ご
臨
席
賜
り
ま
し
た
み
な
さ

ま
の
ご
健
康
と
ご
多
幸
、
な
ら
び
に
島
根
中
央
高
校
の
輝

か
し
い
発
展
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
答
辞
と
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。

島
根
中
央
高
校
だ
よ
り

島
根
中
央
高
校
だ
よ
り

令
和
７
年
度
卒
業
式

16
期
生
70
名
が
母
校
を
巣
立
つ
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■恵みのタネ　
いろいろなタネをまくのにぴったりな季節となりまし
た。タネがテーマになっている本を展示します。

■春がきた
春のお話や絵本、春の天気や行事についての本や
楽しい本を集めて展示します。

No.346
3月号
2026年

ぶっくぶっくんんだよりだより
かわもと図書館 ■TEL 0855-72-0025   ■Fax 0855-72-1061

■ 開館時間/平日9時～18時 土日9時～17時  ■ 休館日／火曜日・祝日・月末整理日・年末年始

4 月 展示テーマ

絵本の時間
４月22日（水）10：00～11：30
読み語り　移動図書館

悠邑ふるさと会館 和室

かわもと図書館、ふるさと会館エントランス
三原まちづくりセンター、川本西公民館

場 所

場 所

新着図書
一　般　書一　般　書

児　童　書

児　童　書
まわるおすしやさん	 藤重ヒカル作　福音館書店
ともだちは どこ？	 マーガレット・G・オットー文

バーバラ・クーニ―絵　田中潤子訳　瑞雲舎
せんにんのせんにん	 大串ゆうじ作・絵　大泉書店
神の蝶、舞う果て	 上橋菜穂子著　講談社
わかったさんのマシュマロ	 　

寺村輝夫原案　永井郁子作・絵　あかね書房
だれでもどうぞ　こどもしょくどうカバさん	 　

内田麟太郎文　南塚直子絵　童心社
めだまのスポット	 田中達也作　福音館書店

絢爛の法	 川越宗一著　新潮社刊
春かずら	 澤田瞳子著　幻冬舎
生きとるわ	 又吉直樹著　文藝春秋
あなたの命綱	 久坂部羊著　朝日新聞出版
七ツ下がりの女たち	 志川節子著　朝日新聞出版
サチコ	 群ようこ著　幻冬舎
ヘンゼルのレシピ帖	 宝島社

■�心を癒すエッセイ、休息のヒントになる本
環境の変化で疲れやすい時期に休息のヒントになる
本を展示します。

古本市開催  ３月26日（木）～4月15日（水）

力作が勢ぞろいした作品展

お好きな本をご自由にお持ち帰りください。
本が無くなり次第終了します。

2/12 ㈭から2/22 ㈰まで「第２７回 図書館の本を使った作
品展」を開催しました。11名の方から手芸や小物、ちぎ
り絵など35点が出品されました。心のこもった素敵な作
品を多くの方がみに来館されました。

蔵書点検結果報告

３月４日から３月９日まで蔵書点検をおこ
ないました。休館中はご協力いただきあ
りがとうございました。

蔵書点検結果報告

＜蔵書点検ってなに？＞
・本が正しい棚の場所にあるか。
・不明の本がないか。
などを確認するために、図書館にあるすべて
の資料のバーコードを 1 冊ずつ読み取りデー
タと照合します。

【結果】蔵書数　　 52,651 冊
　　　　　（内　児童書 23,668 冊）

　　　  不明資料　なし
※�不明資料 ･･･ 貸出手続きをしないまま持ち出され

た等の理由で所在がわからない本です。
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かわもとスポーツクラブ活動報告

かわもとジュニアバレーボールクラブ 川本少年剣友会

キックボクシング・エクササイズ SNOWフェスティバル

１月２５日（日）大田市で開催された「大田市・
邑智郡小学生バレーボール交歓会」に参加しました。
５年生以下の部では初めて１勝し予選リーグ２

位。６年生の部では、１勝１分けとなりました。
また、２月７日（土）と８日（日）、浜田市の島

根県立体育館で開催された「島根県小学生バレー
ボール新人大会石見地区予選」に参加し、公式戦で
１勝しました。

2月 7日（土）三原まちづくりセンターで、講
師に「からだケア平桜堂」代表で元プロキックボク
サーの菅原麻子氏を迎え「キックボクシング・エク
ササイズ」を開催しました。
初めてのキック

ボクシングで慣れ
ない中ではありま
したが、初対面の
方同士でもすぐに
打ち解け楽しんで
体を動かしました。

2月１４日（土）琴引フォレストパークスキー場
のナイターゲレンデを貸切って、大田市の総合型
地域スポーツクラブ「銀ギン gin スポーツクラブ」
との交流イベントとして開催した「SNOWフェス
ティバル」では、約１６０名の参加がありました。
初心者の方には川本

スキークラブと三瓶ス
キークラブの指導もあ
り、２時間後には皆
しっかり滑られるよう
になりました。

2月 1日（日）川本中学校体育館で開催された「邑
智郡小中学生剣道錬成大会」「邑智郡剣道選手権大
会」に参加しました。
【大会結果】
団体一般の部：2位　　団体高学年の部：3位
個人高学年の部男子：今岡秀哉　3位
個人高学年の部女子：田邊　雫　優勝
また、2月 8日（日）

浜田市の島根県立石見武
道館で行われた「石見武
道館少年剣道大会」では、
県内 100 名を超える参
加者の中、『個人高学年
男子の部』において、今
岡秀哉さんがベスト 16
に輝きました。

かわもとスポーツクラブ イベント特集
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K A W A M O T O  I N F O R M A T I O N

◯��

40
歳
〜
74
歳
の
被
扶
養
者
の
皆
さ
ま
が
受
診
で
き

る
健
診
は
、
協
会
け
ん
ぽ
の
特
定
健
康
診
査
で
す
。

◯�

協
会
け
ん
ぽ
の
特
定
健
康
診
査
は
協
会
け
ん

ぽ
か
ら
費
用
補
助
が
あ
り
ま
す
。

◯�

健
診
の
お
申
込
み
は
、
ご
希
望
の
健
診
機
関

に
直
接
予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
受
診
の
際

に
は
「
受
診
券
」
と
「
マ
イ
ナ
保
険
証
」
等

が
必
要
で
す
。
※
受
診
券
は
４
月
に
ご
自
宅

に
お
送
り
し
ま
す
。

◯�

健
診
実
施
機
関
や
受
診
方
法
は
、
協
会
け
ん

ぽ
島
根
支
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認
い

た
だ
け
ま
す
。

問
全
国
健
康
保
険
協
会（
協
会
け
ん
ぽ
）島
根
支
部 

保
健
グ
ル
ー
プ

０
８
５
２
-59
-５
１
３
９

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
検
索
☞
協
会
け
ん
ぽ
島
根

◆�

全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）
島
根

支
部
の
健
康
保
険
料
率
お
よ
び
介
護
保
険
料

率
は
、
３
月
分
（
４
月
納
付
分
）
か
ら
次
の

と
お
り
と
な
り
ま
す
。

　

�

ま
た
、
４
月
分
（
５
月
納
付
分
）
か
ら
は
、

次
の
率
で
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
の
徴
収

が
開
始
さ
れ
ま
す
。

※
任
意
継
続
被
保
険
者
の
方
は
、４
月
分（
４

月
納
付
分
）
か
ら
適
用
と
な
り
ま
す
。

◯�

健
康
保
険
料
率
／
９・９
４
％
（
令
和
７
年
度
９・９
４
％
）

◯�

介
護
保
険
料
率
／
１・６
２
％
（
令
和
７
年
度
１・５
９
％
）

◯
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
率
／
０・２
３
％
（
新
設
）

問
全
国
健
康
保
険
協
会
（
協
会
け
ん
ぽ
）
島
根
支
部

　
０
８
５
２
-59
-５
１
３
９

《（
第
１
回
•
２
回
）幹
部
候
補
生（
一
般・飛
行
）

（
男
女
）募
集（
陸
上
•
海
上
•
航
空
自
衛
隊
）》

大
学
の
文
系
及
び
理
工
系
か
ら
進
む
通
常
の

幹
部
候
補
生
コ
ー
ス
で
す
。
陸
上
・
航
空
自
衛

隊
の
音
楽
要
員
及
び
海
上
・
航
空
自
衛
隊
の
飛

行
要
員
が
含
ま
れ
ま
す
。

【
応
募
資
格
】
日
本
国
籍
を
有
し
、
令
和
９
年

４
月
１
日
現
在
、
22
歳
以
上
26
歳
未
満
の
者

（
20
歳
以
上
22
歳
未
満
の
者
は
大
卒
（
見
込
含

む
））、
修
士
課
程
修
了
者
等
（
見
込
含
む
）
は

28
歳
未
満
の
者

【
採
用
予
定
日
】
採
用
予
定
通
知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
試
験
種
目
】

（
１
次
）筆
記
試
験（
大
学
教
養
課
程
卒
業
程
度
）

（
２
次
）
小
論
文
試
験
、口
述
試
験
、身
体
検
査
、

本
学
志
願
者
の
み
音
楽
適
正
検
査

（
３
次　

海
上
・
航
空
の
飛
行
要
員
の
み
） 

航

空
身
体
検
査
・
操
縦
適
正
検
査

【
応
募
期
間
】

（
第
１
回
）３
月
１
日（
日
）〜
４
月
３
日（
金
）

（
第
２
回
）４
月
22
日（
水
）〜
６
月
５
日（
金
）

【
試
験
期
日
】※
２
次
以
降
は
合
格
者
に
通
知
い
た
し
ま
す
。

（
１
次
）

■�

第
１
回　

一
般 

４
月
11
日
（
土
）、
飛
行 

４
月
11
日
（
土
）
及
び
４
月
12
日
（
日
）

■�

第
２
回　

一
般 

６
月
13
日
（
土
）、
飛
行 

６
月
13
日
（
土
）
及
び
６
月
14
日
（
日
）

【
試
験
会
場
】※
２
次
以
降
は
合
格
者
に
通
知
い
た
し
ま
す
。

（
１
次
）	

松
江
市
及
び
浜
田
市

《（
第
１
•
２
回
）幹
部
候
補
生（
歯
科
•
薬
剤
）

（
男
女
）募
集（
陸
上
•
海
上
•
航
空
自
衛
隊
）》

　

大
学
の
歯
学
科
か
ら
進
む
コ
ー
ス
と
し
て
歯

科
医
官
と
な
る
「
歯
科
幹
部
候
補
生
」、
大
学
の

薬
剤
科
か
ら
進
む
コ
ー
ス
と
し
て
薬
剤
官
と
な
る

「
薬
剤
科
幹
部
候
補
生
」
が
あ
り
、
自
衛
隊
の
衛

生
分
野
（
病
院
勤
務
等
）
で
活
躍
で
き
ま
す
。

【
応
募
資
格
】
日
本
国
籍
を
有
し
、
専
門
の
大

卒
（
見
込
含
）
令
和
９
年
４
月
１
日
現
在
、
20

歳
以
上
30
歳
未
満
の
者
（
薬
剤
科
は
20
歳
以
上

28
歳
未
満
の
者
）

【
採
用
予
定
日
】
採
用
予
定
通
知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
試
験
種
目
】

（
１
次
）筆
記
試
験（
大
学
教
養
課
程
卒
業
程
度
）

（
２
次
）小
論
文
試
験
、
口
述
試
験
、
身
体
検
査

【
応
募
期
間
】

（
第
１
回
）３
月
１
日（
日
）〜
４
月
３
日（
金
）

（
第
２
回
）４
月
22
日（
水
）〜
６
月
５
日（
金
）

【
試
験
期
日
】※
２
次
以
降
は
合
格
者
に
通
知
し
た
し
ま
す
。

（
１
次
）　

■
第
１
回　
４
月
11
日
（
土
）

■
第
２
回　
６
月
13
日
（
土
）

【
試
験
会
場
】※
２
次
以
降
は
合
格
者
に
通
知
い
た
し
ま
す
。

（
１
次
）
松
江
市
及
び
浜
田
市

《（
第
１
•
２
回
）幹
部
候
補
曹（
男
女
）募
集

（
陸
上
•
海
上
•
航
空
自
衛
隊
）》

　
数
年
間
の
曹
と
し
て
の
勤
務
を
経
て
将
来
幹

部
と
し
て
活
躍
す
る
者
を
採
用
す
る
制
度
で
す
。

【
応
募
資
格
】
日
本
国
籍
を
有
し
、
令
和
９
年

４
月
１
日
現
在
、
20
歳
以
上
33
歳
未
満
の
者

【
採
用
予
定
日
】
採
用
予
定
通
知
書
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

【
試
験
種
目
】

（
１
次
）筆
記
試
験（
大
学
教
養
課
程
卒
業
程
度
）

（
２
次
）小
論
文
試
験
、
口
述
試
験
、
身
体
検
査

【
応
募
期
間
】

（
第
１
回
）３
月
１
日（
日
）〜
４
月
３
日（
金
）

（
第
２
回
）４
月
22
日（
水
）〜
６
月
５
日（
金
）

【
試
験
期
日
】※
２
次
以
降
は
合
格
者
に
通
知
し
た
し
ま
す
。

（
１
次
）　

■
第
１
回　
４
月
11
日
（
土
）

■
第
２
回　
６
月
13
日
（
土
）

【
試
験
会
場
】
※
２
次
以
降
は
合
格
者
に
通
知
い
た
し
ま
す
。

（
１
次
）
松
江
市
及
び
浜
田
市

◎
各
採
用
試
験
の
詳
し
い
内
容
は
、
自
衛
官
募

集
H
P
「
採
用
・
受
験
要
項
」
で
ご
確
認
く

だ
さ
い
。

問
自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

　
松
江
市
向
島
町
１
３
４
番
10
号

０
８
５
２
-21
-０
０
１
５

情じ
ょ
う

報ほ
う

交こ
う

差さ

点て
ん

広げよう 事故ゼロかわもとの思いやり

　※（　）内は前年同月数

◇
交
通
事
故
・
違
反
発
生
状
況

（
令
和
8
年
2
月
末
）

飲酒 物損 死傷者 人身

0
（0）

10
（19）

0
（0）

0
（0）

川
本
町

0
（0）

19
（25）

0
（0）

0
（0）

川
本
町

累
計

0
（1）

43
（82）

1
（0）

1
（0）

郡
内

月
計

お
知
ら
せ

募
　
集

協
会
け
ん
ぽ
加
入
の
被
扶
養
者
の
皆
さ

ま
が
受
診
で
き
る
健
診

令
和
８
年
度
自
衛
官
等
募
集
案
内

電
話

電
話

電
話

協
会
け
ん
ぽ
島
根
支
部
の
令
和
８
年
度

保
険
料
率

難病相談について
　しまね難病相談支援センターでは、電話・面談・
メールにより、就労に関する相談や難病に関する
さまざまな相談をお受けしています。ひとりで悩
まず、お気軽にご相談ください。

オンライン相談も可能ですので、
お問い合わせください。
問しまね難病相談支援センター　
 0853-24-8510

●��一般相談（難病、治療、生活などに関する相談）
【相談日時】月曜日～金曜日　8時30分～16時30分
【開催場所】しまね難病相談支援センター
●就労相談
  （難病患者の就労に関する相談 ※難病患者就職サポーター対応）
【相談日時】毎月第2水曜日　13時30分～15時30分
【開催場所】しまね難病相談支援センター
　　　　　  ※就労相談は前日までに要予約

広 報 か わ も と  2 0 2 6 . 0 3 　14



くらしの情報 カレンダー 4月
日 月 火 水 木 金 土

29

5

12

19

26

30　

6

13

20

27

31

7

14

21

28

1　　　

8

15

22

29

2

9

16

23

30

3

10

17

24

4

11

18

25

●ゴ  ： ゴミ収集
Ａ地域�� （�木路原･日の出･上新町･中新町･下新町･元町･本町･　　

天神町･谷･市井原･長原･矢谷･芋畑･双葉･中倉･日向）
Ｂ地域 （因原･三大字･多田･久座仁･谷戸･三島･笹畑）
Ｃ地域 （西･八幡･三原･田窪･南佐木･親和･湯谷･三俣）

〔燃えるごみの収集日〕 毎週火曜日･金曜日（町内全域）
〔容器包装 プラスチックの収集日〕 毎週木曜日（町内全域）
〔ペットボトルの収集日〕 毎月第１・３水曜日（町内全域）
〔容器包装 紙の収集日〕 毎月第２・４水曜日（町内全域）

《3 月の納税》
◆ 国民健康保険税
◆ 後期高齢者医療保険料

《4 月の納税》
◆ 固定資産税
◆ 国民健康保険税
◆ 後期高齢者医療保険料　
※必ず納期限までに納めましょう。

●悠 休館日
●図 休館日

●悠 休館日
●図 休館日

●悠 休館日
●図 休館日

●悠 休館日
●図 休館日

●悠 休館日
●図 休館日 ●図 休館日

17 日のマイナンバーカード時間外・
休日受取窓口のご利用には、前日ま
でに予約が必要です。
【予約・問】町民生活課　 72-0632　

●健： 健康相談・検診　　　●公： 公民館
●悠：悠邑ふるさと会館　　●図：図書館
●三：三原まちづくりセンター
●サ： 子育てサポートセンター
●学：学校　　　　　　　　●保：保育所
●教：教育委員会　　　　　●観：観光協会
●ド：ドクターカー巡回　
●マ：マイナンバーカード
●診：休日診療情報 10：00 ～ 16：00
��　　（変更となる場合があります）

●診 ����星ヶ丘クリニック
加藤病院

●診 ����三上医院       
加藤病院

●診 ����前眼科医院    
加藤病院

●診 ����邑智病院       
河野医院

●診 ����邑智病院       
波多野診療所

●ゴ  ��カ ン・ビ ン・新
聞・雑誌・段ボー
ル・不燃ごみ(A
地域)

食育の日
しまね家庭の日
●ゴ  ��邑智クリーンセン

ター直接搬入(一般
家庭ごみ)9:00～
16:00

昭和の日行政相談所10:00
～12:00（悠邑ふる
さと会館）

●ゴ  ��カ ン・ビ ン・新
聞・雑誌・段ボー
ル・不燃ごみ(B
地域)

●健  ��乳幼児健診（午
後:悠邑ふるさ
と会館）

●学 �川本小学校入学式
●学 �川本中学校入学式

川本町あいさつの日

川本町読書の日
●ド ��芋畑集会所

9:00～10:00 
田窪自治会館
11:00～12:00

●健 /●�サ 乳 幼 児 相
談 10:00 ～
11:30（悠邑ふ
るさと会館）

●マ  ��マイナンバーカー
ド時間外受取窓口
(要予約)17:30
～19:00【最終
受付18：50】

●ゴ  ��カ ン・ビ ン・新
聞・雑誌・段ボー
ル・不燃ごみ(C
地域)

●学 �川本小学校始業式
●学 �川本中学校始業式



編集後記 気づいた時にはもう遅い！ひとたび出歩けば“アイツら”は人々の顔を絶望に変えるべく、風に乗っ
て使命を果たしにやってくる！！…何のことかと言うと、要は「花粉」です。一番の対策は接触を減らせるアイテム。バ
イク乗りの人のフルフェイスヘルメットであれば、完全防備間違いなしなので皆さんも常備してみよう。👍（いつき）

川本町の人口 ※（　）は前月との増減

人
合 　　計 男 人

女 

転　入 出　生 その他 
転　出 死　亡 その他 

増
減

うち65歳以上 
うち15歳未満 
世帯数 

人

令和8年2月28日現在

※ 住民基本台帳を基にした、令和8年2月中の異動状況

（前年同期 2,946人）
（前月比　     −7人）

2,896 
1,374 （−7人）

（−7人）
1,296人

270人
1,567戸

2 人 0 人 0 人
12 人 4 人 0 人

1,522  

まちのじんけんほっとスペース
Vol.42

２
月
５
日
（
木
）、
悠
邑
ふ
る
さ
と
会
館
大
ホ
ー
ル
を
会
場
に
「
川
本

町
探
究
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

探
究
フ
ェ
ス
タ
は
、
川
本
小
学
校
と
川
本
中
学
校
の
「
総
合
的
な
学

習
の
時
間
」
及
び
島
根
中
央
高
校
の
「
総
合
的
な
探
究
の
時
間
」
で
学

ん
だ
成
果
を
発
表
す
る
場
と
し
て
今
年
度
で
４
回
目
と
な
り
ま
し
た
。　

川
本
小
学
校
６
年
生
と
川
本
中
学
校
１
年
生
は
、
女
子
硬
式
野
球
ク

ラ
ブ
『
島
根
フ
ィ
ル
テ
ィ
ー
ズ
』
の
メ
ン
バ
ー
と
の
交
流
で
得
た
成
果

を
発
表
し
ま
し
た
。

ま
た
、
島
根
中
央
高
校
は
、
２
グ
ル
ー
プ
が
「
川
本
町
の
災
害
に
つ

い
て
」、「
川
本
ま
ち
あ
る
き
マ
ッ
プ
制
作
」、
２
名
の
個
人
が
「
一
人
暮

ら
し
に
向
け
て
食
生
活
を
見
直
そ
う
」、「
ア
ー
ト
の
種
ま
き
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
テ
ー
マ
に
探
究
し
て
き
た
事
柄
に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

こ
れ
ら
の
発
表
は
、「
校
種
の
違
う
学
び
を
共
有
す
る
こ
と
で
お
互
い

に
刺
激
を
受
け
学
び
に
向
か
う
意
欲
や
新
た
な
視
野
の
育
成
」
と
、「
小

学
校
か
ら
中
学
校
・
高
校
へ
と
連
続
し
て
学
ぶ
こ
と
へ
の
具
体
的
な
イ

メ
ー
ジ
を
も
つ
」
と
い
う
探
究
フ
ェ
ス
タ
開
催

の
目
的
に
迫
る
も
の
で
し
た
。

感
想
よ
り

●�

小
中
高
生
が
思
っ
て
い
る
こ
と
や
調
べ
て
ま

と
め
た
こ
と
が
、
他
の
人
の
や
っ
て
み
よ

う
に
つ
な
が
っ
て
い
く
と
良
い
と
思
い
ま
し

た
。（
小
学
生
）

●�

色
々
な
年
代
の
思
い
や
学
び
を
共
有
す
る
こ

と
で
新
た
な
発
見
が
あ
り
と
て
も
い
い
会

だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
来
年
は
私
た
ち
も
発

表
し
た
い
な
と
思
い
ま
す
。（
中
学
生
）

●�

小
中
学
生
の
発
表
か
ら
川
本
町
の
良
さ
を

知
っ
た
の
で
、
自
分
で
も
川
本
町
の
よ
さ
を

見
つ
け
、
今
自
分
が
で
き
る
こ
と
を
考
え
た

い
。
ま
た
、
発
表
を
聞
い
て
こ
れ
も
で
き
る

と
思
っ
た
こ
と
を
行
動
に
つ
な
げ
た
い
。
そ

し
て
、
自
ら
問
題
や
課
題
を
考
え
、
行
動
し
、

解
決
へ
の
糸
口
を
見
つ
け
る
と
い
う
力
を
強

め
て
い
き
た
い
。（
高
校
生
）

（
文
責
：
派
遣
社
会
教
育
主
事　
佐
藤　
徹
）

川
本
町
探
究
フ
ェ
ス
タ
２
０
２
５

奥
羽
場
放
浪
記

奥
羽
場
放
浪
記

教
育
委
員
会

生
涯
学
習
課
社
会
教
育
係   

奥
羽
場 

朱
里

人
事
交
流
と
し
て
、
坂
町
に
派
遣
中
の
奥
羽
場

で
す
。

今
回
の「
奥
羽
場
放
浪
記
」が
最
後
と
な
り
ま
す
。

さ
て
、
1
月
24
日
（
土
）
か
ら
1
月
25
日
（
日
）

に
「
坂
町
・
川
本
町
子
ど
も
ス
キ
ー
交
流
会
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
昨
年
度
の
ス
キ
ー
交
流
会
は

私
が
交
流
会
直
前
に
ケ
ガ
を
し
て
し
ま
い
参
加
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
回
は
私
も

子
ど
も
達
と
一
緒
に
滑
り
、
楽
し
く
ス
キ
ー
を
し

て
い
る
姿
を
見
る
こ
と
が
で
き
、
両
町
の
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
2
年
間
を
振
り
返
る
と
、
あ
っ
と
い
う
間

の
2
年
間
だ
っ
た
な
と
感
じ
て
い
ま
す
。

坂
町
の
地
域
の
み
な
さ
ん
と
た
く
さ
ん
の
出
会

い
が
あ
り
、
仕
事
、
生
活
な
ど
充
実
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
自
分
自
身
も

た
く
さ
ん
の
経
験

を
通
し
て
大
き
く

成
長
す
る
こ
と
が

で
き
た
2
年
間
で

あ
っ
た
と
思
っ
て

い
ま
す
。

【問】川本町ふるさと納税 お問い合わせ窓口 74-2260（OTO-LaVo）

新！川本町ふるさと納税返礼品
島根フィルティーズ×有限会社  創修

≪詳細はこちら≫

島根フィルティーズ島根フィルティーズ
6　渡邊玲夢6　渡邊玲夢

島根フィルティーズ島根フィルティーズ
21　松永みゆき21　松永みゆき

フィルティーズ選手と地元家具屋の㈲創修がスペシャル
コラボ！赤ちゃんでも安心して触れるように丁寧に作られた
木製のストラップとコースターはここでしか手に入りません。

ぜひ、お知り合いの方へ広めていただき、多くの
方からのふるさと納税をお待ちしております！

広
報

か
わ

も
と

　
3

月
　

№
6

5
9

令
和

8
年

3
月

2
0

日
発

行

発
行

／
川

本
町

　
　

編
集

／
ま

ち
づ

く
り

推
進

課
〒

6
9

6
–8

5
0

1
 島

根
県

邑
智

郡
川

本
町

大
字

川
本

2
7

1
番

地
3

　
 

ホームページアドレス　
https://w

w
w

.tow
n.shim

ane-kaw
am

oto.lg.jp/

こ
の
広
報
紙
は
環
境
に
や
さ
し
い
再
生
紙
と
ベ
ジ
タ
ブ
ル
イ
ン
キ
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

T
E

L.0
8

5
5

-7
2

-0
6

3
4

　
　

FA
X

.0
8

5
5

-7
2

-0
6

3
5

Eメールアドレス　
kaw

am
oto@

kaw
am

oto-tow
n.jp
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